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文化生活的サーヴィス部門に従事する労働は，社会的観点からすれば
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─吾々がその簡単で抽象的な
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諸契機において叙述してきたような労働過程
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と労働対象
3 3 3 3
とは共に生産手段
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として現象し，労働そのものは生産的労働










Ⅱ-K-3   「……労働過程そのものの協業的性格とともに，必然的に，生産的労働の
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・およびその担い
手たる生産的労働者の
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であるば
かりでなく，本質的には剰余価値の生産
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，または資本の自己
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増殖に役だつ労働者のみが生産的である
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であるばかりでなく，本質的には剰余価値の生産
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……資本の自己増殖に役だつ労働者
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のみが生産的である
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は─剰余価値
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である。つまり直接に生産過程で資本の増殖のために消費される
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をつくりだす，すなわち資本の価値を増殖
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する労働が生産的なものであ
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とはぜんぜん無関係でありかかわりのな
いものである……」（Ⅰ-T-1）
2B   「生産的労働者の概念は……労働者を資本の直接的増殖手段たらしめる独自的に社会的な……一
生産関係を含む」（Ⅱ-K-4B）との文言は，Ⅱ-R-1，Ⅱ-R-2へと精緻化される。
３．「資本主義的生産の直接の目的および本来の生産物
3 3 3 3 3 3
は─剰余価値
3 3 3 3
であるから，直接に剰余価値を
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生産する労働だけが生産的
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……。つまり直接に生産過程で資本の増殖のために消費される







































































Ⅱ-K-5   「ある物の有用性は，その物を使用価値
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たらしめる」（Die Nutzlichkeit  eines Dings 
macht es zum Gebrauchswert）





3 3 3 3
または財
である」と述べられている。
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，それ自身の特性によってこそ，物（Ding）は使用価値である」
B.「使用価値と同じものとしての富は物の属性
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であるばかりでなく，本質的
には剰余価値の生産
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」だからである。
５．それ故「直接に剰余価値を生産する労働
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だということは，さしあたり労働の一定の内容























Ⅱ-R-3   「生産的労働
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と不生産的労働
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との相違は，労働が貨幣としての貨幣
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産する労働


















































































































Ⅳ-3B   「けれども，問題はここにある。いうまでもなく，これは生産的労働の形態規定性を徹底させ
生産的労働論争批判（Ⅰ）
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との区別……とも何
の係わりもない。だから彼等は，商品の生産者だとはいえ，生産的労働者
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の範疇にも，不生産的労働者
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に奉仕し，その時間をセーブさせる。
　　このような場合，サービス提供に従う人々の労働は不可欠な
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されるか，資本としての貨幣
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